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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部の合計で除して算出しております。   

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 46,650 △2.6 7,050 348.5 4,412 ―
21年3月期第3四半期 47,915 ― 1,572 ― △52 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 19.29 ―
21年3月期第3四半期 △0.23 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 3,138,820 138,672 4.4 542.86
21年3月期 3,000,376 115,549 3.8 522.75

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  138,467百万円 21年3月期  115,344百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
22年3月期 ― 3.00 ―
22年3月期 

（予想）
3.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 61,100 △2.8 10,100 111.7 6,100 213.0 25.93
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
〔（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。〕 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて 
おり、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 255,500,000株 21年3月期  221,000,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  433,989株 21年3月期  352,796株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 228,707,881株 21年3月期第3四半期 220,698,971株
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当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、貸出金・有価証券ともに残高ベースでは前

年同期比増加いたしましたが、政策金利の引き下げによる影響を受けて資金運用収益が減少したこと、Ａ

ＴＭ利用手数料無料サービスの拡充などお客さまの利便性を重視した戦略を推進した結果、役務取引等収

益が減少したことなどにより、経常収益は前年同期比12億65百万円減収の466億50百万円となりました。 

一方、経常費用は、預金利息等の資金調達費用が減少したほか、有価証券関係損失や与信費用の減少な

どにより、前年同期比67億43百万円減少の395億99百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比54億78百万円増益の70億50百万円、四半期純利益は前年同期比44億65

百万円増益の44億12百万円となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末の連結財政状態につきましては、総預金（譲渡性預金含む）は、地域のお

客さまからのご信頼を得て、個人預金を中心に前年同期末比1,439億円増加し2兆9,530億円となりまし

た。 

貸出金は、地元企業をはじめとした事業性貸出の需要に積極的にお応えするとともに、住宅ローンを中

心とした個人のお客さま向け貸出の増強にも努めてまいりました結果、前年同期末比55億円増加し2兆405

億円となりました。 

有価証券は、投資環境や市場動向に留意しながら効率的な資金運用に努めました結果、国債及び社債を

中心として、前年同期末比494億円増加し8,152億円となりました。 

なお、当第３四半期連結会計期間において、長期ビジョンに掲げた中長期的な成長戦略を実現するため

の布石として、中核的自己資本での資本調達が必要と判断し、普通株式での公募による新株式の発行等を

実施いたしました。 

この結果、資本金及び資本準備金がそれぞれ48億円増加し、資本金が235億円、資本準備金が136億円と

なりました。 

  

平成22年３月期の連結業績予想につきましては、平成21年11月13日に公表いたしました数値から変更は

ありません。 

  
  

該当事項はありません。 

なお、平成21年３月31日をもって解散いたしました東邦ビジネスサービス株式会社、東邦不動産サ

ービス株式会社、東邦スタッフサービス株式会社につきましては、平成21年６月24日に清算結了して

おります。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
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（簡便な会計処理） 

① 減価償却費の算定方法 

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法

により算定しております。 

② 貸倒引当金の計上方法 

「破綻先」「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当ててい

る債権等以外の債権に対する貸倒引当金につきましては、中間連結会計期間末の予想損失率を適用

して計上しております。 

③ 税金費用の計算 

法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出に

係る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

④ 繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について中間連結会計期

間末から大幅な変動がないと認められるため、当該中間連結会計期間末の検討において使用した将

来の業績予測及びタックス・プランニングの結果を適用しております。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

該当事項はありません。 

（連結の範囲に関する事項の変更） 

① 連結の範囲の変更 

東邦ビジネスサービス株式会社、東邦不動産サービス株式会社、東邦スタッフサービス株式会社

の３社は清算により子会社に該当しないことになったことから、第１四半期連結会計期間より連結

子会社から除外しております。 

② 変更後の連結子会社の数 

１社 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５【四半期連結財務諸表等】 
 (1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年3月31日) 

資産の部   

現金預け金 69,337 86,624

コールローン及び買入手形 158,523 52,748

買入金銭債権 3,452 2,269

商品有価証券 738 980

金銭の信託 9,167 7,537

有価証券 815,204 760,130

貸出金 2,040,583 2,043,749

外国為替 2,571 1,503

その他資産 12,228 9,180

有形固定資産 36,358 37,223

無形固定資産 2,248 2,121

繰延税金資産 13,599 20,690

支払承諾見返 5,730 5,425

貸倒引当金 △30,922 △29,808

資産の部合計 3,138,820 3,000,376

負債の部   

預金 2,791,144 2,728,949

譲渡性預金 161,952 93,832

借用金 15,000 15,000

外国為替 264 155

社債 － 15,000

その他負債 11,639 12,646

役員賞与引当金 21 28

退職給付引当金 9,048 8,325

役員退職慰労引当金 595 603

睡眠預金払戻損失引当金 109 160

偶発損失引当金 223 205

ポイント引当金 81 42

再評価に係る繰延税金負債 4,338 4,452

支払承諾 5,730 5,425

負債の部合計 3,000,148 2,884,827

純資産の部   

資本金 23,519 18,684

資本剰余金 13,653 8,818

利益剰余金 95,683 92,425

自己株式 △182 △152

株主資本合計 132,673 119,776

その他有価証券評価差額金 5,563 △4,832

土地再評価差額金 229 401

評価・換算差額等合計 5,793 △4,431

少数株主持分 204 204

純資産の部合計 138,672 115,549

負債及び純資産の部合計 3,138,820 3,000,376
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

経常収益 47,915 46,650

資金運用収益 38,108 36,006

（うち貸出金利息） 30,486 28,777

（うち有価証券利息配当金） 7,068 7,033

信託報酬 － 0

役務取引等収益 7,700 7,320

その他業務収益 847 2,143

その他経常収益 1,258 1,179

経常費用 46,343 39,599

資金調達費用 5,767 4,062

（うち預金利息） 5,289 3,443

役務取引等費用 3,292 3,632

その他業務費用 2,142 176

営業経費 27,884 27,736

その他経常費用 7,257 3,991

経常利益 1,572 7,050

特別利益 0 1

固定資産処分益 0 －

その他の特別利益 － 1

特別損失 570 366

固定資産処分損 96 126

減損損失 474 240

税金等調整前四半期純利益 1,002 6,685

法人税、住民税及び事業税 1,690 2,123

法人税等調整額 △651 146

法人税等合計 1,038 2,270

少数株主利益 16 2

四半期純利益又は四半期純損失（△） △52 4,412
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該当事項はありません。 

  

 
※１ 平成21年10月に公募による新株の発行及び平成21年11月に第三者割当による新株の発行を行いました。 

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（単位：百万円）

項目
株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末残高 18,684 8,818 92,425 △ 152 119,776

当第３四半期連結会計期間末までの
変動額

 新株の発行 ※１ 4,834 4,834 ― ― 9,669

 剰余金の配当 ― ― △ 1,324 ― △ 1,324

 四半期純利益 ― ― 4,412 ― 4,412

 自己株式の取得 ― ― ― △ 37 △ 37

 自己株式の処分 ― ― △ 1 7 6

 土地再評価差額金の取崩 ― ― 171 ― 171

当第３四半期連結会計期間末までの
変動額合計

4,834 4,834 3,258 △ 30 12,897

当第３四半期連結会計期間末残高 23,519 13,653 95,683 △ 182 132,673
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平成２１年度第３四半期決算説明資料

１．損益の状況（９ヶ月分）【単体】

（１）経常収益

４６５億８５百万円 （前年同期比１１億５２百万円、２．４％の減収）

　　　　貸出金・有価証券ともに残高ベースでは前年同期比増加いたしましたが、政策金利の引き下げに

      よる影響を受けて資金運用収益が減少したこと、ＡＴＭ利用手数料無料サービスの拡充などお客さ

      まの利便性を重視した戦略を推進した結果、役務取引等収益が減少したことなどにより、経常収益

      は前年同期比減収となりました。

（２）業務純益

１０５億５百万円 （前年同期比１３億７３百万円、１５．０％の増益）

　　　　国債等債券損益の改善や経費の圧縮に努めた結果、業務純益は前年同期比増益となりました。

（３）経常利益

７０億１４百万円 （前年同期比５５億１５百万円、３６７．９％の増益）

　　　　業務純益における増益と不良債権処理額の大幅な減少などにより、経常利益は前年同期比増益

      となりました。

（４）四半期純利益

４６億３８百万円 （前年同期比４７億３２百万円の増益）

　　　　経常利益の増益を主たる要因として、四半期純利益は前年同期比増益となりました。

【 単体 】 （単位：百万円）

２１年度
第３四半期
（9ヶ月間）

２０年度
第３四半期
（9ヶ月間）

増減 増減率
２１年度

通期
業績予想

46,585 47,737 △ 1,152 △2.4% 61,000 

37,657 35,468 2,189 6.2% 

31,956 32,363 △ 407 △1.3% 

3,687 4,408 △ 721 △16.4% 

2,012 △ 1,303 3,315 ― 

(1,671) (△ 1,020) (2,691) ― 

27,140 27,571 △ 431 △1.6% 

14,129 13,549 580 4.3% 

11,664 12,693 △ 1,029 △8.1% 

10,516 7,897 2,619 33.2% 

8,845 8,917 △ 72 △0.8% 

11 △ 1,235 1,246 ― 

10,505 9,132 1,373 15.0% 

△ 3,490 △ 7,633 4,143 ― 

2,162 5,295 △ 3,133 △59.2% 

△ 635 △ 1,942 1,307 ― 

(2,174) (4,059) (△ 1,885) (△46.4%)

7,014 1,499 5,515 367.9% 10,000 

△ 108 △ 569 461 ― 

6,905 929 5,976 643.3% 

4,638 △ 94 4,732 ― 6,000 
※  コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益

臨 時 損 益

② 不 良 債 権 処 理 額

株 式 等 関 係 損 益

（貸倒償却引当費用①＋②）

経 常 収 益

業 務 粗 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

業 務 純 益

実 質 業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

四半期純利益（△は四半期純損失）

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

（うち国債等債券損 益）

人 件 費

物 件 費

税 引 前 四 半 期 純 利 益

経 常 利 益

特 別 損 益
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２．主要勘定の業績【 単体 】

（１）総預金（譲渡性預金含む）、預かり資産残高【 単体 】

【期末残高】 （単位：百万円）

20/12末比増減 21/9末比増減

2,068,295 76,960 58,149 1,991,335 2,010,146 

607,229 17,449 40,013 589,780 567,216 

（参考）預かり資産残高 （単位：百万円）

20/12末比増減 21/9末比増減

243,916 △16,749 △5,512 260,665 249,428 

89,531 11,200 2,642 78,331 86,889 

61,019 21,324 5,597 39,695 55,422 

394,467 15,775 2,728 378,692 391,739 

3,347,783 159,376 121,044 3,188,407 3,226,739 

（注）総預金＋預かり資産

（２）貸 出 金【 単体 】

【期末残高】 （単位：百万円）

20/12末比増減 21/9末比増減

2,040,583 5,552 11,443 2,035,031 2,029,140 

2,020,583 32,752 11,443 1,987,831 2,009,140 

566,408 5,938 2,293 560,470 564,115 

うち住宅ローン 510,419 9,794 3,715 500,625 506,704 

1,222,550 △16,736 14,635 1,239,286 1,207,915 

59.91% △0.98% 0.39% 60.89% 59.52% 

（注）コア貸出金･･･財務省、預金保険機構向け貸出金を除いた貸出金

２０年１２月末 ２１年９月末２１年１２月末

２０年１２月末 ２１年９月末

2,809,714 2,835,000 118,3152,953,315 143,601

公共債

うち個人預金

うち法人預金

２１年１２月末

  総預金
  （譲渡性預金含む）

総預かり資産残高（注）

投資信託

個人年金保険

合計

２０年１２月末 ２１年９月末

中小企業等貸出金残高

中小企業等貸出金比率

コア貸出金

個人ローン

＜参考＞

貸出金（末残）

２１年１２月末

    地域のお客さまからのご信頼を得て、総預金（譲渡性預金含む）は個人預金を中心に前年同期末比
　１，４３６億円増加の２兆９，５３３億円となりました。

    地元企業をはじめとした事業性貸出の需要に積極的にお応えするとともに、住宅ローンを中心とした
　個人のお客さま向け貸出の増強にも努めてまいりました結果、貸出金は前年同期末比５５億円増加して
　２兆４０５億円となりました。また、コア貸出金では、前年同期末比３２７億円増加の２兆２０５億円
　となりました。
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（３）有価証券 【 単体 】

【期末残高】 （単位：百万円）

20/12末比増減 21/9末比増減

国債 385,283 49,525 43,226 335,758 342,057 

地方債 73,444 1,363 △18,136 72,081 91,580 

社債 244,377 11,334 3,831 233,043 240,546 

株式 38,743 △6,692 △3,193 45,435 41,936 

その他の証券 72,852 △6,190 △5,223 79,042 78,075 

合計 814,700 49,339 20,504 765,361 794,196 

【その他有価証券の評価損益】 （単位：百万円）

20/12末比増減 21/9末比増減

株式 △461 △1,578 △737 1,117 276 

債券 10,686 9,707 1,019 979 9,667 

その他 △1,027 3,149 597 △4,176 △1,624 

合計 9,197 11,276 878 △2,079 8,319 

（注）変動利付国債の時価については、合理的に算定された価額によっております。

３．自己資本比率（国内基準）

20/12末比増減 21/9末比増減

単体自己資本比率 10.72% 0.33% △0.28% 10.39% 11.00%

Ｔｉｅｒ1比率 9.18% 1.07% 0.75% 8.11% 8.43%

連結自己資本比率 10.77% 0.31% △0.28% 10.46% 11.05%

Ｔｉｅｒ1比率 9.23% 1.06% 0.75% 8.17% 8.48%

２０年１２月末 ２１年９月末２１年１２月末

２１年１２月末 ２０年１２月末 ２１年９月末

２１年１２月末 ２０年１２月末 ２１年９月末

    投資環境や市場動向に留意しながら効率的な資金運用に努めました結果、国債および社債を中心と
  して、前年同期末比４９３億円増加の８，１４７億円となりました。

  　普通株式での新株式発行による資本増強などにより、単体Ｔｉｅｒ1（中核的自己資本）比率は２１
　年９月末比０．７５％上昇して９．１８％となりました。一方、単体自己資本比率は劣後特約付社債
　１５０億円の償還などにより２１年９月末比０．２８％低下して１０．７２％となりました。
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４．金融再生法開示債権（正常債権除く）【 単体 】

（単位：百万円）

20/12末比増減 21/9末比増減

21,530 △1,709 25 23,239 21,505 

40,543 △4,519 △974 45,062 41,517 

3,092 △2,942 612 6,034 2,480 

65,166 △9,170 △336 74,336 65,502 

3.16% △0.46% △0.03% 3.62% 3.19% 

（参考）部分直接償却を実施した場合 （単位：百万円）

20/12末比増減 21/9末比増減

54,109 △9,480 △1,631 63,589 55,740 

2.64% △0.47% △0.09% 3.11% 2.73% 

総与信比

金融再生法開示債権

総与信比

破産更生債権等

危険債権

要管理債権

合計

２１年１２月末

２１年１２月末

２１年９月末２０年１２月末

２０年１２月末 ２１年９月末

　○金融再生法開示債権は、前年同期末比９１億円減少の６５１億円、総与信に対する比率は前年
　　同期末比０．４６％低下の３．１６％となりました。
　○当行は、部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合は前年同期末比９４億円減少の
　　５４１億円、総与信に対する比率は前年同期末比０．４７％低下の２．６４％となります。
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